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（１）２０１７年２月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）
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西
村
先
生
は
、
日
本
で
は
現
在
約

8
割
の
高
齢
者
が
病
院
で
死
を
迎
え

て
い
る
が
、
団
塊
の
世
代
が
80
歳
代

と
な
る
2
0
3
0
年
に
は
病
床
が
不

足
す
る
こ
と
か
ら
、
施
設
や
在
宅
で

の
終
末
期
を
支
え
、
看
取
り
を
行
う

た
め
の
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る

こ
と
を
報
告
。
終
末
期
の
患
者
が
抱

え
る
身
体
的
苦
痛
、
社
会
的
苦
痛
、

精
神
的
苦
痛
、
さ
ら
に
死
生
観
に
関

わ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
の
緩

和
と
家
族
介
護
者
の
精
神
的
サ
ポ
ー

ト
が
重
要
で
あ
り
、
患
者
本
人
と
家

族
を
全
人
的
に
支
え
る
必
要
性
が
あ

る
と
し
た
。
そ
の
上
で
地
域
社
会
に

お
い
て
、
在
宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ

と
へ
の
理
解
と
在
宅
医
療
に
携
わ
る

多
職
種
の
連
携
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
と
訴
え
、
在
宅
・
施
設
看
取
り
を

市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
演

劇
を
企
画
す
る
な
ど
、
地
域
で
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　

三
木
先
生
は
認
知
症
患
者
の
緩
和

ケ
ア
に
つ
い
て
報
告
。
嚥
下
障
害
や

廃
用
症
候
群
に
よ
る
褥
瘡
な
ど
、
認

知
症
患
者
が
終
末
期
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
問
題
と
な
る
症
状
に
つ
い
て

解
説
し
、
認
知
症
は
患
者
が
置
か
れ

て
い
る
環
境
も
含
め
て
個
々
人
で
多

様
性
が
あ
る
こ
と
、
本
人
だ
け
で
な

く
家
族
も
支
え
る
包
括
的
支
援
の
重

要
性
を
訴
え
た
。
ま
た
、
認
知
症
に

お
い
て
は
が
ん
と
違
い
、
医
療
へ
の

依
存
度
が
比
較
的
低
く
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
在
宅
医
療
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
も
紹

介
。
患
者
・
家
族
の
思
い
を
傾
聴
し

言
語
化
す
る
こ
と
と
、
終
末
期
に
お
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　日　時 ：3月19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

　

参
加
者
か
ら
は
﹁
報
告
を
聞
い
て
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
自
助
・
共
助
に

重
点
を
置
く
、
助
け
合
い
の
精
神
だ

け
で
は
今
後
の
地
域
社
会
は
成
り
立

た
な
い
と
感
じ
た
。
担
い
手
と
な
る

介
護
者
の
生
活
向
上
の
た
め
に
、
介

護
報
酬
の
ア
ッ
プ
を
政
府
に
求
め
る

こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
患
者
負
担
増

に
反
対
の
声
を
あ
げ
、
医
療
・
介
護

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
﹂
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　保険医協会は県下で 7,300 人以上の医師・歯科医師が入会し、開業医が安心して診療

に打ち込めるよう支えあう、開業医自身がつくる団体です。医学の進歩と医療技術の向

上、変化する医療制度への対応、怪我や病気など万が一の時の備えなど、開業医の診療、

経営、生活を全面的にサポートします。勤務医の先生も県下で 1,500 人を超える先生方

にご利用いただいております。

　ご家族やお知り合いの先生で、まだ協会未入会の先生がいらっしゃいましたら、紹介

状などのご協力を賜りますようお願い申し上げます。

お問い合わせ等は、組織部（℡ 078-393-1817）まで

ご家族・お知り合いの先生を

　　　ご紹介ください

健康情報テレフォンサービス

0120-979-451…通話料無料
【２月のテーマ】

月・・・子宮内膜症のはなし

火・・・口内炎

水・・・薬の飲み方と副作用

木・・・膵臓がんの話

金土日・不安神経症

テレホンサービスは、インターネット

でもご覧いただけます。過去の放送分

もキーワード検索できます。　　　　

　http://www.hhk.jp/　　

【３月のテーマ】

月・・・育てにくさを感じるとき

火・・・寝たきりの人の歯の手入れ

水・・・骨も鍛えれば丈夫になる

木・・・食堂がん

金土日・発疹のできる病気と出席停止について

い
て
は
生
存
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

以
上
に
苦
痛
を
和
ら
げ
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
と
し
た
。

　

坂
本
氏
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
視
点
か
ら
見
る
地
域
包
括
ケ
ア
と

題
し
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
紹
介
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
も
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、﹁
医
療
・
介

護
・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
住
ま

い
﹂
に
つ
い
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体

的
に
受
け
ら
れ
る
支
援
体
制
の
構
築

が
、
地
域
包
括
ケ
ア
で
は
目
標
と
さ

れ
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
、﹁
ふ
れ
あ

い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
﹂
や
﹁
あ
さ
が

お
カ
フ
ェ
﹂
と
い
っ
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
か
こ
が
わ
西
に
お
け
る

地
域
と
の
関
係
づ
く
り
の
事
例
が
報

告
さ
れ
た
。

☆加古川・高砂支部ニュース　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　への投稿を募集しています☆

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

TEL 078-393-1817 ／ FAX 078-393-1802　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　e-mail　junki@doc-net.or.jp　担当； 横山まで

　
（
1
面
続
き
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